
【取組内容】 授業シートの活用

西脇市立日野小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

事例のポイント
授業シートを使うことで、児童のつまずきに気づき、個に応じた支援につなげるとともに、児童が他者か
ら学びを得るための手段とする。

１．取組の内容

２．取組の成果

〇 児童の進捗が即時に把握でき、状況に合わせた細やかな支援ができる。
〇 一覧表示することで児童が意見交換等したい学習相手を選びやすい。
〇 声に出して意思表示することが苦手な児童も質問がしやすい。

児童は「進行中」「完了」「質問」など選
択メニューで進捗を報告する。教師は、
個々の進度を確認しながら、児童に適宜
声をかけたり、支援したりする。また、児童
は他者の進捗を確認することで、協働し
て学習したい相手を選ぶことができる。

教師は児童のまとめを価値づけし、児童
は他者参照しながら、自らの学習にフィー
ドバックできるようにする。
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